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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 学習を通じて科学的な自然観や倫理観を養うとともに，授業の中だけでなく，日常生活の様々な場面

で，知識を活用する力や新しい見方を得ることにより，豊かな考え方，感じ方を身につける。 

 語句を丸覚えするのではなく，理論的に理解するとともに，問題集を中心にコツコツと復習を続ける

姿勢が必要である。 

 

２ 学習の到達目標 

１．基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

２．日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象への関心を高める。 

３．生物学的に探究する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・生物や生物現象を通

して自然に対する関

心や探究心をもち，基

本的な概念や原理・法

則を理解する意欲と

ともに，科学的な自然

観や生物学的に探究

する能力と態度を身

につけようとする。 

・生物学的な方法で生

物や生物現象に関す

る問題を取り扱い，自

然を科学的にとらえ

られる。 

・生物現象について探

究する場合に，それら

を個々のレベルで分

析すると同時に，全体

を総合的にとらえ,そ

れを表現することが

できる。 

・生物学的な方法で

生物や生物現象に関

する問題を取り扱

い，実験・観察の技

能を習得している。 

・科学的に探究する

方法を身につけ，そ

れらの過程や結果を

導き出すことができ

る。 

・生物や生物現象に

ついて，それらの基

本的な概念や原理・

法則を理解し，科学

的な自然観を身につ

けている。 

・自然界の様々な事

象を科学的に考察す

る能力と，豊かな科

学的素養が身につけ

ている。 

評
価
方
法 

 授業に向かう姿勢 

 内容に関する関心 

 実験観察に取り組

む姿勢 

 提出物の提出状況 

 授業での発問に対

する取り組み 

 実験観察レポート

における考察 

 実験器具などの取

り扱い状況 

 実験観察レポート

における結果やス

ケッチ 

 定期考査 

 小テスト 

 提出物 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

 

  

期 

生

物

の

特

徴 

生物の多様性と共

通性 

○  ○  

ａ：生物の共通性と多様性について, 
細胞がすべての生物で共通である
と理解しようとする。 

ｂ：細胞が生物の基本構造であること
や，呼吸や光合成からエネルギー
を得る方法を,関連づけて考察し,
それを表現できる。 

ｃ：試料の採取,染色などを行い,光学
顕微鏡で観察する技能を習得して
いる。 

ｄ：生物の共通性と多様性について,
すべての生物で細胞が共通の構造
であることを理解している。 

学習状況 

探求活動 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実験 

定期考査 
エネルギーと代謝 

○ ○   

光合成と呼吸 

 ○  ○ 

遺

伝

子

と

そ

の

働

き 

遺伝情報と DNA 

○ ○   

ａ：DNA の性質や構造を,DNA の研究
史とともに理解しようとする。ま
た，DNA の塩基配列の情報に基づ
いて,タンパク質が合成されるこ
とを理解しようとする。 

ｂ：DNA の遺伝情報に基づいてタン
パク質が合成される過程を体系的
に考察し,表現できる。 

ｃ：生物の組織から DNA を抽出する
技能を習得している。 

ｄ：DNA が二重らせん構造であるこ
と,そのため,2 本鎖の塩基配列は
相補的であることを理解してい
る。体細胞分裂が行われる際に,
遺伝情報の同一性が保たれること
を理解している。 

学習状況 

探求活動 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実験 

定期考査 

遺伝情報の発現 

  ○  

遺伝情報の分配 

○   ○ 



後 

 

  

期 

生

物

の

体

内

環

境 

体内環境としての

体液 ○  ○  

ａ：外界の環境が変化しても,体内環境
は一定の範囲に保たれていること
を理解しようとする。  

ｂ：腎臓の塩類濃度調節や体温の調節
が,臓器や細胞から分泌されるホ
ルモンなどの物質により調節され
ていることを考察できる。 

ｃ：複数の実験により得られたデータ
を比較・分析することにより，結
論を導き出すことができる。 

ｄ：生体内の環境が一定の範囲に保た
れることを理解している。 

学習状況 

探求活動 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実験 

定期考査 

腎臓と肝臓による

調節  ○  ○ 

神経とホルモンに

よる調節 ○   ○ 

植

生

の

多

様

性

と

分

布 

植生とその成り立

ち 
○  ○  

ａ：陸上にはさまざまな植生がみられ，
それらは不変ではなく，長期的に
は移り変わっていくことを理解し
ようとする。 

ｂ：植生の成り立ちが，林内の光環境
や植物の光に対する特性，土壌の
発達段階に影響を受けていること
を考察することができる。 

ｃ：野外で行う調査・実験の方法を習
得している。 

ｄ：陸上には，森林・草原・砂漠など
の多くの植生がみられ，植物をと
り巻く環境や構成種により植生が
変わっていくことを理解してい
る。 

学習状況 

探求活動 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実験 

定期考査 

植生の遷移 

 ○  ○ 

気候とバイオーム 

○   ○ 

生

態

系

と

そ

の

保

全 

生態系とその成り

立ち 
○    

ａ：生態系のバランスについてや，生
態系の保全することが重要である
ことを理解しようとする。 

ｂ：生態系の保全の重要性について，
生物の多様性の視点から考察する
ことができる。 

ｃ：インターネットや文献などを用い
て，調査する方法を習得している。 

ｄ：生態系のバランスや，生態系の保
全の重要性について理解してい
る。 

学習状況 

探求活動 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実験 

定期考査 

物質循環とエネル

ギーの流れ 

  ○ ○ 

生態系のバランス

と保全 

 ○  ○ 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


